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1. はじめに 

	 大型タンデムミラー装置GAMMA10/PDXの
開放端磁場配位を利用したダイバータ模擬実

験では、高イオン温度プラズマを対象とした非

接触プラズマの形成とその物理機構の解明を

進めている。図１はイオンから中性粒子、中性

粒子からプラズマ外へのエネルギー輸送の重

要性を示しており、エネルギーバランスの評価

には、電子温度だけでなく、イオン温度、中性

粒子温度の変化も正確に把握する必要がある。 

2. D-module におけるレーザー誘起蛍光計測 

	 現在、GAMMA10/PDXのダイバータ模擬実験
モジュール (D-module) において形成される非
接触プラズマのイオン、中性粒子の温度および

流れを評価するため、レーザー誘起蛍光(LIF)法
を用いたイオン・中性粒子速度分布計測システ

ムの整備を行っている。非接触プラズマの空間

構造を理解する上でも重要となる磁力線方向

の速度分布関数を得るため、図２に示すように、

D-module内に設置されているV字型ターケット
プレートの付け根部から励起用レーザーを入

射させ、入射ビームに対して垂直方向となるD-
module側面から集光光学系を用いて蛍光を観

測する。GAMMA10/PDX実験では水素プラズマ
を用いるため、LIF計測を行うには、トレーサー
粒子を添加する必要がある。本実験では表１に

示す遷移波長を用いることで、ArI, ArII, HeIの
LIF計測を行うが、バルクのイオン、中性粒子の
温度評価には、水素プラズマとトレーサー粒子

間の緩和過程の理解が重要である。講演では、

これら温度緩和の影響を解析的に評価すると

ともに、実験の進捗状況についても述べる。 
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究NIFS13KUGM083, NIFS16KUGM110, および
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表１：本実験で用いる Ar, Heの LIF遷移 

 

 
図１：イオン-電子-中性粒子間の主なエネル

ギー損失過程	

 
図２：D-module	 内の V 字ターゲット,	 プロ

ーブ(LP,	 ISP)および LIF 用励起レー

ザー配置図（プラズマは左から流入）.	


